
構造関係共通事項
項　　目 特　　記　　事　　項 項　　目 特　　記　　事　　項

１．１　適用範囲構－１

　 　の一般的な標準図とする。

　　 図とする。

１．２　優先順位

(１) 設計図書間で配筋方法に相違がある場合の優先順位は以下のとおりとする。

   １．建築工事特記仕様書（構造関係）

   ３．国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（平成31年版）」

１．３　特記仕様

・印の付かない場合は※印のついたものを適用する。

・印と※印の付いた場合は共に適用する。

１．４　用語の定義

１．５　記号等

表1　鉄筋の断面表示

建　　築

Ｄ３２Ｄ２９Ｄ２５Ｄ１６Ｄ１３Ｄ１０
径

区分 Ｄ１９ Ｄ２２

表2　各階伏図における記号

（±　　）

記　号 説　　　　明

スラブの配筋種別

スラブ厚さ

階段の配筋種別

土間コンクリート

コンクリートブロック壁（ＣＢ壁）

梁・スラブの上がり下がりの範囲 FLからの上がり下がり

ボーリング位置

スラブ開口

打増しの範囲

試験杭の位置

杭の位置

記　号 説　　　　明

耐力壁の種別EKW○○

S 

S0

表3　梁貫通孔記号

建　　築

径
区分 50 75 100 125 150 175 200 225 250 275 300 325 350 375 400

表4　スリーブ材質の凡例

記号（建築用）

管名

 SP（白管）

鋼管

GA VU

硬質塩化ビニル管（薄肉管） つば付き鋼管（黒管）

RS

溶融亜鉛めっき鋼板

建築用以外のスリーブ材質は各工事による。

表5　高力ボルト径の記号

区分
径

M12 M20 M22 M24M16

表6　普通ボルト径の記号

径
区分 M12 M16 M20 M22 M24

普通ボルト

記号

Ｂ

Ｔ

Ｌ

Ｆ

Ｐ

ＦＬ

１

突合わせ継手

Ｔ型継手

部分溶込み溶接

フレア溶接

完全溶込み溶接

隅肉溶接
溶　接　継　手

溶　接　面
両面溶接 ２

片面溶接

かど継手

表8　溶接の補助記号

全周溶接

現場溶接

Ｌ－Ｐ

全周現場溶接

６０° ６０°６０°

（折線）

図1　溶接記号の記載例

断続溶接の間隔

断続溶接の長さ

溶接面

溶接継手

引出線 基準線 基準線引出線

※ 

EW○○

ERW○○

高力ボルト

溶融亜鉛めっき高力ボルト

（F8T相当）

１．建物概要等 建物概要構－２

工事場所

工事名称

備考

構造概要

(　　)階～(　　)階(　　　)造
地下地上

(　　)階～(　　)階(　　　)造

(　　)階～(　　)階(　　　)造

・ 免振構造（免振層の位置　・ 基礎下免振　・ 中間階免振（　　）階 ）

・ 杭基礎（ ・ 場所打ちコンクリート杭　・ 既設コンクリート杭 ）

・ 耐震構造　　・ 制振構造

・ 直接基礎（ ・ 独立　・ 連続　・ べた　・ 　　）※地盤改良

・ 耐震構造　・ 鋼管杭

X方向

Y方向 （　耐震壁付ラーメン　）構造
架構形式

方式

耐震構造

基礎方式

構造種別

・ Ⅰ類（1.5）　　・ Ⅱ類（1.25）　　・ Ⅲ類（1.0）　　

備考

耐震安全性の分類

適用範囲は図示による

（　　　　　　　　）

備考

備考

外力等

X方向 X方向

２．構造設計条件等 計算方法

計算法に○を記載する

許容応力度計算（令第82条各号＋令第82条の4）【ルート１】

許容応力度等計算　　 　　　　　　　　　　　【ルート２】

保有水平耐力計算　　 　　　　　　　　　　　【ルート３】

限界耐力計算

その他の計算法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

特別な検証法（時刻歴応答解析による）

大臣認定（認定番号　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　指定性能評価機関名（　　　　　　　　　　　　　　）

　　評価　・ 高層評価　・ 免振評価　・ その他

　（評価番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

設計用一次固有周期

地震地域係数（Z）

標準せん断力係数

Z=　・ 1.0　・ 0.9　・ 0.8　・ 0.7

Y方向X方向

・Ⅰ ・Ⅱ ・Ⅲ ・Ⅳ

・Ⅰ ・Ⅱ ・Ⅲ ・Ⅳ

速度圧（q）基準風速（Vo）

基準風速（Vo）
速度圧（q）

平均

垂直積雪量の低減

・ 多雪区域　・ 多雪区域以外

・ 低減する　・ 低減しない

風圧力（施行令

　　　　第87条）

風圧力（施行令

地震力

　　 第82条の4）

地盤の種別

二次設計

地表面粗度区分

地表面粗度区分

一次設計

区域

設計垂直積雪量

単位荷重
2

・サウンディング

調査内容（既住調査内容含む）

　　・標準貫入試験

　　・スウェーデン式サウンディング試験

　　・オランダ式二重管コーン貫入試験

　　・機械ボーリング

・土質試験

　　・ 細粒分含有率試験　・ 湿潤密度試験　・　　　　　　　　　　　　　　　　）

　（・ 一軸圧縮試験　・ 圧密試験　・ 直接せん断試験　・ 三軸圧縮試験

　　・ 振動三軸試験　・ 中空ねじりせん断試験　・　　　　　　　　　　　　　　）

　・

３．地盤調査資料 調査報告書

・当該敷地の既住調査報告書及び今回工事に含まれる地盤調査報告書による

　　※工事着手前に当該敷地内で（　　　　）図に示す地盤調査を行う

　・平板載荷試験

　・常時微動測定

　・弾性波速度検層

　・孔内水平載可試験

　・現場浸水試験

　・力学的性能試験

　・物理的性能試験

４．液状化対策

　範囲　・ 工法　・ 仕様　・ 計測　・ 試験等

　※図示による（　　　　　　　　　　　　　　）

・有り

・無し

構－３ 施工の関係上やむを得ず発生する可能性の高い変更等（位置の変更）１．軽微な変更への対応

　　（あらかじめの検討） 　施工誤差を考慮して構造耐力上支障がない検討が行われている部分（変更に係る部材及び当

　・くいの芯ずれを考慮した検討

　・大きさの変更を見込んだスラブ等の検討（屋根床版含む）

　・はり貫通孔の大きさと位置の変更を見込んだ検討

　・小ばりの位置の変更を見込んだ大ばり等の検討

　・壁開口の位置の変更を見込んだ検討

　・スラブの開口及び段差の変更を見込んだ検討

　・間柱の位置の変更を見込んだ検討

　に接する部材が令第82条各号に規定する構造計算によって確かめられる安全性を有するもの

　に限る）

　　　許容誤差（　　　　　　　　　　）

　　　位置の変動寸法（　　　　　　　　　　）

　　　大きさに変動寸法（　　　　　　　　　　）

　　　位置の変動寸法（　　　　　　　　　　）

　　　開口の移動範囲（　　　　　　　　　　）

　　　　ない移動範囲に限る

　　　開口の移動範囲（　　　　　　　　　　）

　　　　荷重が増加しない範囲に限る

　　　位置の変動寸法（　　　　　　　　　　）

構－４ １．コンクリートの単位

　　水量測定

　　　　　の範囲にある場合はそのまま打設する。

　　　　　量の測定を行う。　

　　　４）３）の不合格生コンを確実に持ち帰ったことを確認する。

　　　コンクリート温度等）と写真により提出する。

(３) 構造関係共通図（配筋標準図，鉄骨標準図）以外については，図面及び監督職員の指示による。

(１) 構造関係共通図（配筋標準図）は，鉄筋コンクリート及び鉄骨鉄筋コンクリート造等における鉄筋の加工，組立等

(２) 構造関係共通図（鉄骨標準図）は，鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造における鉄骨の加工，組立の一般的な標準

項目は，番号に・印のついたものを適用する。

特記事項は，・の付いたものを適用する。

（１）設計図とは，建築構造図のうち特記仕様書，構造関係共通図以外の図面をいう。

（２）異形鉄筋の径（本文，図，表において「Ｄ，ｄ」で示す）は，呼び名に用いた数値とする。

（３）長さ，厚さ等の単位は，特記なき限り㎜とする。

設計図中で使用する記号は，表1～表8，図1を標準とする。

表7　溶接方法，溶接継手及び溶接面の分類記号

※特記無き限り，完全溶込溶接の溶接方法・溶接面は適切な溶接方法等による。

（F10T，S10T）

X方向，Y方向の適用する

　（・ 土粒子密度試験　・ 含水比試験　・ 粒度試験　・ 液性限界，塑性限界試験

　該部材に接する部材以外に応力度の変更のない場合であって，変更に係る部材及び当該部材

　　　許容される大きさ，荷重の条件（　　　　　　　　　　）

　　　　ただし構造計算及びモデル化において耐力壁の剛性・耐力が変わらず，荷重が増加し

　　　　ただし構造計算及びモデル化においてスラブの断面及び配筋，開口補強が変わらず，

（２）単位水量の上限値は，標準仕様書6.3.2(2)(ⅲ)による。

（３）単位水量の管理目標値は次の通りとして，施工する。

　　　１）測定した単位水量が，配合計画書の設計値（以下，「設計値」という。）±15kg/m

　　　　　生コンは打設してよいが，水量変動の原因を調査し，生コン製造者に改善を指示す

　　　３）測定した単位水量が設計値±20を超える場合は，その運搬車は打込まずに持ち帰ら

　　　　　せるとともに，水量変動の原因を調査し，生コン製造者に改善を指示する。その後，

（５）単位水量の測定方法は，高周波誘電加熱乾燥法（電子レンジ法），エアメータ法又は静

　　　電容量測定法による。また，試験機関は該当コンクリート製造所以外の機関とする。

区　　　　分

全　　周　　溶　　接

現　　場　　溶　　接

断面溶接の長さ及び間隔

全　周　現　場　溶　接

補助記号

Ｌ－Ｐ

（４）単位水量管理についての記録を書面（配合計画書，製造管理記録，打ち込み時の外気温，

　　　あらかじめの検討範囲

　　　　※図示による（　　　　　　　　　　　）　

　　　あらかじめの検討範囲

　　　　※図示による（　　　　　　　　　　　）　

　　　あらかじめの検討範囲

　　　　※図示による（　　　　　　　　　　　）　

　　　あらかじめの検討範囲

　　　　※図示による（　　　　　　　　　　　）　

　　　あらかじめの検討範囲

　　　　※図示による（　　　　　　　　　　　）　

　　　あらかじめの検討範囲

　　　　※図示による（　　　　　　　　　　　）　

　　　あらかじめの検討範囲

　　　　※図示による（　　　　　　　　　　　）　

Co=（     0.2      ）

延べ面積

建築面積

高さ関係

工事種別

階数

・ 大規模の修繕　・ 大規模の模様替

・ 新築　・ 増築　・ 改築　・ 移転

（　　　　　　　　　　　　　）m

（　　　　　　　　　　　　　）m

高さ（　　　　　　　）m

階数に算入しない階

軒高（　　　　　　　）m

地上（　　　）階　地下（　　　）階　塔屋（　　　）階
・ 無し　　・ 有り（　　　　　）　　　

   ２．図面２-１　　　下記２－２以外の図面

 　　　　　２-２　　　構造関係共通図（配筋標準図，鉄骨標準図）

志摩消防署磯部分署等高台移転工事(建築工事)

三重県志摩市磯部町迫間878番地9

2

( １ )階～( ２ )階( ＲＣ )造

（　純ラーメン　　　　）構造

（    0.144   ）秒

Co=（     0.2      ）

Co=（     1.0      ） Co=（     1.0      ）

（　　　　　　）m/s

（　　　　　　）m/s

積雪荷重
（     　     ）cm

（     　     ）N/m/cm

・当該敷地、周辺敷地の既住調査報告書のみによる

（１）単位水量の測定は，150m に1回以上及び荷下し時に品質の異常が認められた時に実施する。
3

　　　２）測定した単位水量が設計値±15を超え±20kg/m の範囲にある場合は，その運搬車の
3

　　　　　る。その後，設計値±15kg/m 以内に安定するまで，運搬車の3台毎に1回，単位水
3

　　　　　単位水量が設計値±20kg/m 以内になるまで全運搬車の測定を行い，更に設計値±15
3

　　　　　kg/m 以内に安定するまで，運搬車の3台毎に1回，単位水量の測定を行う。　
3

特記事項 工事名称 図面名称

三重県志摩市

日本工営都市空間株式会社　一級建築士事務所  愛知県知事登録（いー４）第3767号 株式会社夏目構造設計事務所　一級建築士事務所  愛知県知事登録（い－１）第6861号 図面番号縮尺設計者
                  　　　  管理建築士 岸見　淳平　一級建築士番号　第306011号                   　　　  設計者　　　 夏目　敬介　一級建築士番号　第340218号 令和5年 3月日本工営都市空間株式会社
                  　　　  設計者 冨田　哲人　一級建築士番号　第381431号 　構造設計一級建築士番号　第9443号

S-01N.S(A1)

N.S(A3)

建築構造特記仕様書

第（　2　）種地盤　Tc=（  0.6  ）秒

675.42

425.95

7.090

7.940

2

2

総
　
則

総
　
則

あ
　
ら
　
か
　
じ
　
め
　
の
　
検
　
討

施
　
工
　
方
　
法
　
等
　
計
　
画
　
書
　
関
　
連
　
等
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令和5・6年度　志摩消防署磯部分署等高台移転工事(建築工事)



特記事項 工事名称 図面名称

三重県志摩市

日本工営都市空間株式会社　一級建築士事務所  愛知県知事登録（いー４）第3767号 株式会社夏目構造設計事務所　一級建築士事務所  愛知県知事登録（い－１）第6861号 図面番号縮尺設計者
                  　　　  管理建築士 岸見　淳平　一級建築士番号　第306011号                   　　　  設計者　　　 夏目　敬介　一級建築士番号　第340218号 令和5年 3月日本工営都市空間株式会社
                  　　　  設計者 冨田　哲人　一級建築士番号　第381431号 　構造設計一級建築士番号　第9443号

N.S(A1)

N.S(A3)
S-02

構造関係共通図（配筋標準図）

Ｌ 1 Ｌ1ｈ Ｌ 2ｈ
2Ｌ 3Ｌ Ｌ 3ｈ

Ｌ 1 2Ｌ

ａＬ ｂＬ

ｂＬ

ａＬ

2Ｌ 2Ｌ

2Ｌ3Ｌ

Ｌ 1 2Ｌ

Ｌ1ｈ

Ｌ 1 Ｌ1ｈ

折曲げ

角度

折 曲 げ 図

折曲げ内法直径(D)

SD295A

SD295B，SD345
SD390

D16

以下

D19

～D38

D19

～D38

180°

135°

90°

d

4d以上

D

6d
以
上

8d
以

上

3d以上 4d以上 5d以上

d

D

d

D

表1.1　鉄筋の折曲げ内法直径

　　　2．90°未満の折曲げの内法直径は特記による。

135°

及び

90°

(幅止め筋)

4d
以
上

D

4d
以
上

D

d

d

次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。

（１）柱及び梁（基礎梁を除く）の出隅部

（３）杭基礎のベース筋

定着起点 定着起点

直線定着の長さ フックあり定着の長さ

図3.2　直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

余長

　 又は　　

余長

表3.4　鉄筋の投影定着長さ

SD295A

SD295B

SD345

SD390

18 20d 15d

21 15d 15d

15d 15d

15d 15d

18 20d 20d

21 20d 20d

20d 15d

15d 15d

21 20d 20d

20d 20d

20d 15d

鉄筋

鉄筋

図3.5　スパイラル筋の継手及び定着

≧6d

≧6d ≧6d
≧6d

1.5巻き

以上の

添巻き

d

d d d

50d

50
d

末端部 中間部

（柱頭部又は柱脚部） （重ね継手）

コンクリートの

設計基準強度

Ｆｃ(Ｎ/ｍｍ　)

重ね継手 定着（スラブの場合） 定着（壁の場合）

図3.4　溶接金網の継手及び定着

　 又は　　

表3.1　鉄筋の重ね継手の長さ

鉄筋の

種類

SD295A

SD295B

SD345

SD390

コンクリートの

設計基準強度
（フックなし） （フックあり）

18 45d 35d

21 40d 30d

35d 25d

35d 25d

18 50d 35d

21 45d 30d

40d 30d

35d 25d

21 50d 35d

45d 35d

40d 30d

図3.1　フックありの場合の重ね継手の長さ

Ｆｃ(Ｎ/ｍｍ　)

（ａ）鉄筋の重ね継手

　　　　表3.1の重ね継手の長さのうち大きい値とする。

　　　　　（ⅱ）及び（ⅲ）をすべて満足するものとする。

　　　　　（ⅱ）余長は８ｄ以上

　　　　　（ⅰ）全長は表3.3に示す直線定着の長さ以上

１.１　鉄筋の加工

　　 　　とする。

２.１　異形鉄筋の末端部

柱

壁

壁

図2.1　末端部にフックを必要とする出隅部の鉄筋（ ● 印）

壁 壁

梁

床版

梁

壁
床版

（２）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）

フックを付ける。

３.１　継手及び定着

Ｌ 1 Ｌ1ｈ

Ｌ1ｈ

Ｌ 1

Ｌ 1 Ｌ 1

Ｌ1ｈ

Ｌ1ｈ

Ｌ1ｈ

Ｌ1ｈ

Ｌ 1

Ｌ1ｈ Ｌ1ｈ

Ｌ 1 Ｌ 1

Ｌ 1 Ｌ1ｈ

Ｌ 3ｈ

2Ｌ
3Ｌ

Ｌ 2ｈ

表3.2　隣り合う継手の位置

フックありの場合

フックなしの場合

ａ

ａ

ａ

ａ

ｂ

ａ＝0.5

ａ≧400mm

カップラー

ａ≧0.5

ａ＝0.5 ａ≧0.5

(ｂ) 鉄筋の定着

ａ

ａ

圧接継手・溶接継手

表3.3　鉄筋の定着の長さ

鉄筋の

種類

SD295A

SD295B

SD345

SD390

コンクリートの

設計基準強度

Ｆｃ(Ｎ/ｍｍ　)

18 45d 35d

21 40d 30d

35d 25d

35d 25d

18 50d 35d

21 45d 30d

40d 30d

35d 25d

21 50d 35d

45d 35d

40d 30d

40d

35d

30d

30d

40d

35d

35d

30d

40d

40d

35d

30d

25d

20d

20d

30d

25d

25d

20d

30d

30d

25d

20d 10d －

10d

かつ

150mm

以上

小梁 スラブ 小梁 スラブ

直線定着の長さ フックあり定着の長さ

　　　4．　　：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ。

図3.3　折曲げ定着の方法

鉄筋の種類

ａＬ

ｂＬ

3Ｌ2Ｌ

４.１　最小かぶり厚さ

構造部分の種別 最小かぶり厚さ

耐力壁以外の壁

土に接し

ない部分

煙突等高熱を受ける部分

土に接す

る部分

屋内

屋外

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

20

30

30

30

30

40

40

40

60

60

*

*

表4.1　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ（単位：mm）

 　　　ない。

　　　(１) 粗骨材の最大寸法の1.25倍

　　　(２) ２５ｍｍ

　　　(３) 隣り合う鉄筋の平均径（呼び名の数値）1.5倍

(ｆ) 貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは（ｃ）による。

間隔

Ｄあき

図4.1　鉄筋相互のあき

Ｄ

重
ね

継
手

機
械

式
継

手
圧

接
継

手
溶

接
継

手
（注）1．片持スラブ先端，壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる場合は，余長を4d以上

（４）帯筋，あばら筋及び幅止め筋

　　　　　　 　　原則として，柱せいの3/4倍以上とする。

　（ただし，柱せいの3/4倍以上）

24，27

30，33，36

24，27

30，33，36

24，27

30，33，36

１節半以上，かつ，150mm以上

１節半以上，かつ，150mm以上

　　　3．軽量コンクリートの場合は，表の値に５ｄを加えたものとする。

　　（３） 溶接金網の継手及び定着は，図3.4による。

 　　　　　なお，  　及び  　は表3.3の（注）による。

　　（４）スパイラル筋の継手及び定着は，図3.5による。

24，27

30，33，36

24，27

30，33，36

24，27

30，33，36

（注）1．　 ，　 ：フックなし重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ

　　　3．軽量コンクリートの場合は，表の値に５ｄを加えたものとする。

　（１）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは，細い鉄筋の径による。

　（２）鉄筋の重ね継手の長さは，表3.1による。

　（３）鉄筋の重ね継手の長さとは，フックありなしにかかわらず４０ｄ以上（軽量骨材を使用する場合は５０ｄ以上）と

　　　　　（ⅲ）仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さは表3.4に示す長さとする。ただし，梁主筋の柱内定着においては，

鉄筋の折曲げ内法直径及びその使用箇所は，表1.1を標準とする。

ただし，最上階の柱頭の四隅は

　　　　ただし，壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合は除く。

　（４）隣り合う継手の位置は，表3.2による。

a≧400mm，かつ，a≧(ｂ+40)mm

   (１) 鉄筋の定着の長さは，表3.3及び図3.2による。

24，27

30，33，36

24，27

30，33，36

24，27

30，33，36

　　　 　また，中間部での折曲げは行わない。

　　　6．軽量コンクリートの場合は，表の値に５ｄを加えたものとする。

（注）1．　 ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ。（基礎梁，片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）

スラブ，

柱，梁，耐力壁

擁壁，耐圧スラブ

柱，梁，スラブ，壁

基礎，擁壁，耐圧スラブ

　　　2．「仕上げあり」とは，モルタル塗り等の仕上げのあるものとし，鉄筋の耐久性上有効でない仕上げ

　　　（仕上げ塗材，塗装等）のものを除く。

　　　3．スラブ，梁，基礎及び擁壁で，直接土に接する部分のかぶり厚さには，捨コンクリートの厚さを含ま

　　　4．杭基礎の場合のかぶり厚さは，杭天端からとする。

(ｂ) 柱，梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは，最小かぶり厚さに１０ｍｍを加えた数値を標準とする。

(ｃ) 鉄筋組立後のかぶり厚さは，最小かぶり厚さ以上とする。

(ａ) 鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは，表4.1による。

　　　5．塩害を受けるおそれのある部分等，耐久性上不利な箇所は，特記による。

（注）1．＊印のかぶり厚さは，普通コンクリートに適用し，軽量コンクリートの場合は特記による。

(ｄ) 鉄筋相互のあきは図4.1により，次の値のうち最大のもの以上とする。

(ｅ) 鉄骨鉄筋コンクリート造の場合，主筋と平行する鉄骨とのあきは（ｄ）による。

（Ｄは，鉄筋の最大外径）

2

　　　5．フックあり定着の場合は，図3.2に示すようにフック部分　 を含まない。また，中間部での折曲げは行わない。

　　　3．　　：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし，基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く。

2

2

　　（２）梁主筋の柱内折曲げ定着又は小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の方法は，図3.3により，次の（ⅰ），

　　 ただし，柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は，主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保するように最小かぶり

　　 厚さを定める。

Ｌ 1

2Ｌ

3Ｌ

Ｌ 3ｈ

Ｌ1ｈ

Ｌ 2ｈ

　　　2．   ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ。（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）

　　　2．フックありの場合の　  は，図3.1に示すようにフック部分　を含まない。

　 ，　　又は　 　  ，　  又は　

   (２) 柱に取付ける梁の引張り鉄筋，土木下部工への柱梁の主筋の定着長さは，40d とする。

建築構造標準図１

（注）1．　　　 ，　　：2．以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ。

　　　2．　　　 ，　　：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ。
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三重県志摩市

日本工営都市空間株式会社　一級建築士事務所  愛知県知事登録（いー４）第3767号 株式会社夏目構造設計事務所　一級建築士事務所  愛知県知事登録（い－１）第6861号 図面番号縮尺設計者
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N.S(A1)

N.S(A3)

建築構造標準図２

S-03

2Ｌ

2Ｌ 2Ｌ

2Ｌ

ａＬ

ａＬ

ａＬ

ａＬ

2Ｌ

ａＬ

ａＬ

2Ｌ

2Ｌ

ａＬ

ａＬ

2Ｌ

ａＬ

2Ｌ

2Ｌ 2Ｌ

2Ｌ

ａＬ

ａＬ

1ｈＬ

　　   のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部等では折り曲げて定着する。

柱

梁

図5.1　梁筋の基礎梁内への定着

梁

継手長さ

≧100

 /4

15d(余長)

継手長さ

 /2  /4 /4

ガス圧接を例として示す

：継手の好ましい位置

 /2  /4 /4

継手長さ 15d(余長)15d(余長)

20d(余長) 継手長さ

20d(余長)

二段筋

 /2  /4 /4

ガス圧接を例として示す

：継手の好ましい位置

15d(余長)

継手長さ20d(余長)

継手長さ

 /2  /4 /4

二段筋

ガス圧接を例として示す

 /2  /4 /4

：継手の好ましい位置

（ａ） 一般事項 （ａ） 一般事項

≧8d

図5.5　あばら筋組立の形及びフックの位置

一般の場合 重ね継手とする場合

d

コンクリート打継ぎ面
①Ｈ形

（イ） （ロ） （ハ） （ニ）

（イ） （ロ） （ハ）

≧8d

≧6d

d

Ｌ Ｌ Ｌ

５.１　基礎梁 ５.２　基礎梁のあばら筋 ６.２　帯筋

　　　4．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

　　　4．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

　　　4．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

(ａ) 一般事項

６.１　柱

2
Ｌ

2
Ｌ

2
Ｌ

継手 定着

上階の鉄筋

が多い場合

下階の鉄筋

が多い場合

h
/2
+1
5d

h

≧
3h

/4

h
/2
+1
5d

15
d

15
d

h
h

≦
3h

/4

かぶり厚さ

FL

GL

打増し厚さ10mm

打増し厚さ10mm

図6.2　柱打増し部

2
Ｌ

≧150 ≧150

（ｂ）柱打ち増し部

(ｂ) 土に接する柱周囲の打増しは図6.2による。

②Ｗ-Ⅰ形

⑤ＳＰ形（スパイラル筋） ⑥丸形

P＠
P＠

P＠
P＠

≧6d

≧6d

≧6d

≧40d
Ｌ

d

（イ） （ロ）

（イ） （ロ）

図6.3　帯筋組立の形

(ｃ) フック及び継手の位置は交互とする。

P ＠

1.5P ＠

P ＠

1.5P ＠

1.5P ＠

帯筋

梁面より割り付ける。

太い鉄筋又は同径のものを２本

重ねたものとする。

　　　 取り付くすべての梁を考慮して適用する。

図6.4　帯筋の割付け

一般の場合

21

21

 /4

0

0

0

0
0

2

2

1

1

1

   （１）梁筋は，連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし，鉄筋の本数が異なる場合は図5.1

   （２）梁筋を柱内に定着する場合は，7.1(b)(4)による。

（注）1．図示のない事項は，7.1による。

　　　3．破線は，柱内定着の場合を示す。

図5.2　主筋の継手，定着及び余長（その１）

（ｂ） 独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手，定着及び余長は，図5.2による。

（注）1．図示のない事項は，7.1による。

　　　3．破線は，柱内定着の場合を示す。

図5.3　主筋の継手，定着及び余長（その２）

（ｄ）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手，定着及び余長は，図5.4による。

（注）1．図示のない事項は，7.1による。

図5.4　主筋の継手，定着及び余長（その３）

   (１) Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は，Ｗ－Ⅰ形とする。

   (２) 溶接する場合の溶接長さＬは，両面フレア溶接の場合は5d以上，片面フレア溶接の場合は10d以上とする。

   (３) ＳＰ形において，柱頭及び注脚の端部は，1.5巻以上の添巻きを行う。

(注)溶接は，鉄筋の組立前に行う。

（ｃ）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手，定着及び余長は，図5.3による。

　　　ただし，耐圧スラブが付く場合は，（ｄ）による。

　　　3．破線は，柱内定着の場合を示す。

   (１) あばら筋の径及び間隔は，特記による。

   (２) あばら筋組立の形及びフックの位置は，7.2(b)による。

   　  ただし，梁の上下端にスラブが付く場合で，かつ，梁せいが1.5ｍ以上の場合は，図5.5によることができる。

(ｃ) あばら筋の割付けは，7.2(c)による。

(ｂ) 腹筋及び幅止め筋は，7.2による。

 　　ただし，梁せいが1.5ｍ以上の場合は特記による。

図6.1　柱主筋の継手，定着及び余長

（注）1．柱の四隅にある主筋で，重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある場合には，フックを付ける。

　　　3．継手及び定着は，すべての階に適用できる。

50
0以

上
，

か
つ

，
1,
50
0以

下
50
0以

上
，
か

つ
，
1,
50
0以

下

(ａ) 打増し部分に，壁，梁，スラブ筋等が取り付く場合は，壁，梁，スラブ筋等の定着長さには，打増し部分を含まない。

(２) 継手，定着及び余長は図6.1による。

　　 ただし，柱頭定着長さＬ を確保できない場合は，特記による。

　　　2．隣り合う継手の位置は，表3.2「隣り合う継手の位置」による。

(ａ) 帯筋の種類及び間隔は，特記による

(ｂ) 帯筋組立の形は図6.3により，適用は特記による。

上下の柱断面寸法が異なる場合，

帯筋は，一般の帯筋より１サイズ

　　　　 なお，P ＠，P ＠は，特記された帯筋の間隔を示す。

（注）1．図示のない事項については，一般の場合に同じ。

(ｄ) 帯筋の割付けは，図6.4とし，それ以外の場合は特記による。

　　　2．柱に取り付く梁に段差がある場合，帯筋の間隔を1.5P ＠または1.5P ＠とする範囲は，その柱に

2Ｌ

 /2

0

0 0 0

0

0 0 0

0

0 0 0

0

0 0 0

0

0 0 0

0 0

0

0

0
0

(１) 継手の中心位置は，梁上端から500mm以上，1,500mm以下，かつ，3ho /4（h は柱の内法高さ）以下とする。

2

0
　　　2．　　　　　　　印は，継手及び余長位置を示す。

　　　2．　　　　　　　印は，継手及び余長位置を示す。

　　　2．　　　　　　　印は，継手及び余長位置を示す。
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N.S(A1)

N.S(A3)
S-04

建築構造標準図３

Ｌ 2

Ｌ 2
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Ｌ 2

Ｌ 2

Ｌ 2
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Ｌ 2

Ｌａ

ＬａＬａ

Ｌ 2

Ｌ 1

Ｌ
1

Ｌ 2

Ｌ 2

Ｌ 2

Ｌ 1

Ｌ 1

Ｌａ

Ｌａ

Ｌ 2

Ｌ 2

Ｌ 1

Ｌ
1

Ｌ 1

Ｌ 1

Ｌａ

Ｌａ

Ｌ 2

Ｌ 2

Ｌ 2Ｌｂ

Ｌ 3ｈ

Ｌｂ Ｌｂ

Ｌ 3ｈ

Ｌ 2 Ｌ 2

Ｌ 3ｈ

Ｌ 2

Ｌ 3ｈ
Ｌ 3ｈ

Ｌ 2

Ｌａ

Ｌ 2

Ｌ 1

Ｌ 2

Ｌ 2

Ｌ 2

Ｌ 2

Ｌ 2 Ｌ 2 Ｌ 2 Ｌ 2

Ｌ 1 Ｌ 2

Ｌ 2

(ａ)　一般事項

(ｂ)　大梁主筋の継手及び定着の一般事項

　　　　上端筋：中央　 /2以内

図7.1　梁主筋の梁内定着

柱

梁 梁

（４）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。

上端筋：曲げ降ろす。

柱

梁 梁

D≦100

１サイズ太い鉄筋又は同径のもの

を２本重ねたものとする。

図7.2　段違い梁

15d(余長)

二段筋

 /4  /2  /4

15d(余長) 15d(余長)継手長さ

継手長さ

最上階

一般階

上端筋

下端筋

D

15d(余長)

20d(余長)

D

二段筋

最上階

15d(余長) 15d(余長)

一般階

※

図7.4　ハンチのある大梁の定着及び余長

(ｂ)　あばら筋組立の形及びフックの位置

（２）フックの位置

（イ） （ロ） （ハ） （ニ）

≧6d

d

≧8d ≧8d ≧8d

図7.5　あばら筋組立の形

≧6d

≒30
P＠

≒30

図7.6　あばら筋の割付け　(その1)

(ｃ) あばら筋の割付け

≦P＠

D

P＠

≦P＠

P＠

≦P＠

P＠

≦P＠

図7.7　あばら筋の割付け　(その2)

D

P′＠P＠

D

≦P′P′＠ ＠

図7.8　あばら筋の割付け　(その3)

(ｄ)　腹筋及び幅止め筋

D
腹筋

2-D10

幅止め筋

2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

600≦D＜900 900≦D＜1,200

図7.9　腹筋及び幅止め筋

15d(余長) 15d(余長) (定着)

20d(余長)
20d(余長) 20d(余長) 20d(余長)

外端 連続端
連続端

15d(余長)15d(余長)

20d(余長)20d(余長)

15d(余長)

端部 端部

15d(余長)

直交する梁へ斜めに定着する場合

平面 立面

≒45°

上端筋

下端筋

ＬＬ

15d15d

一般階 最上階

2  /3

（ａ）一般事項

≦P＠

P＠

≦P＠

≦P＠

P＠

≦P＠

主筋位置

梁

主筋位置

主筋位置

梁

柱

主筋位置

図8.1　壁の配筋

200

180

150

120

200

180

種別 縦筋及び横筋 断面図　　　　(㎜)

W12

W15A

W15B

W18A

W18B

W20A

W20B

D10-200@シングル

D10-150@シングル

D10-100@シングル

D10-200@ダブル

D10-150@ダブル

D10-200@ダブル

D10-150@ダブル

種別 縦筋及び横筋 断面図　　　　(㎜)

KW1

D13-200@ダブル縦筋

D13-200@ダブル横筋

KA1

KA3

D13-150@ダブル縦筋

D13-200@ダブル横筋

KA2

KA4

KW2

表8.2　片持スラブ形階段を受ける壁の基準配筋

縦筋の配筋

種別(表10.1)

表8.1　壁の配筋

継手
2-D13

1-D131-D13

1-D13

1-D13

2-D13
1-D13 1-D131-D13

交差部　(水平断面)

（ｄ）壁の交差部及び端部の配筋は図8.2による。

図8.2　壁の交差部及び端部の配筋

（ａ）片持梁主筋の定着及び余長

７.１　大梁

７.２　あばら筋等

７.３　小梁

７.４　片持梁

８.１　壁

　　　 4．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

　　　 5．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

1,200≦D＜1,500

Ｌ 2

Ｌ 2

図7.12　片持梁主筋の定着及び余長

片持梁筋

折下げ

片持梁

先端小梁

片持梁筋

折下げ

先端小梁

(頭つなぎ梁)

片持梁

図7.13　片持梁主筋の定着

水平断面 垂直断面

小梁外端部 小梁連続端部

（１）梁の上がり下がりは，ＦＬを基準とした寸法値とする。

（３）打増し部分に，スラブ，壁，梁筋等が取り付く場合は，スラブ，壁，梁筋等の定着長さには，打増し部分を含まない。

（１）継手中心位置は，次による。

　　　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し，　/4を加えた範囲以内

（２）継手中央部の位置，定着長さ及び余長は，図7.3及び図7.4による。

（３）梁主筋は，連続端で柱に接する梁の主筋が同数の時は，柱をまたいで引き通すものとし，鉄筋の本数が異なる場合

　　には，図7.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では折り曲げて定着する。

　　  なお，定着の方法は，3.1（b)(2)による。

下端筋(一般)：原則，曲げ上げる。

下端筋(ハンチ付き)：原則，曲げ上げる。

（６）段違い梁は，図7.2による。

吊上げ筋は，一般のあばら筋より

(ｃ) ハンチのない場合の重ね継手，定着及び余長は，図7.3による。

（注） 1．梁主筋の重ね継手が，梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）

　　　　には，フックを付ける。

　　　 3．破線は，柱内定着の場合を示す。

図7.3　大梁の重ね継手，定着及び余長

(ｄ) ハンチのある場合の重ね継手，定着及び余長は，図7.4による。

（注） 1．梁主筋の重ね継手が，梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）

　　　　には，フックを付ける。

　　　 3．梁内定着の端部下端筋が接近するときは，　　　　　　のように引き通すことができる。

　　　 4．破線は，柱内定着の場合を示す。

(ａ)　あばら筋，腹筋及び幅止め筋の一般事項

（３）幅止め筋及び受け用幅止め筋は，D10－1,000＠程度とする。

　Ⅰ．(イ)の場合は，交互とする。

　Ⅱ．(ロ)の場合は，Ｌ形ではスラブの付く側，Ｔ形では交互とする。

(注)　1．あばら筋は，柱面の位置から割り付ける。

　　　2．図中のＰ＠は，特記されたあばら筋の間隔を示す。

（１）間隔が一様でハンチのない場合は，図7.6による。

（２）間隔が一様でハンチがある場合は，図7.7による。

(注)　1．あばら筋は，柱面の位置及びハンチに切り替わる位置から割り付ける。

　　　2．図中のＰ＠は，特記されたあばら筋の間隔を示す。

（３）梁の端部で間隔の異なる場合は，図7.8による。

(注)　1．あばら筋は，柱面の位置から割り付ける。

　　　2．図中Ｐ＠,Ｐ′＠は，特記されたあばら筋の間隔を示す。

（１）一般の梁は，図7.9による。

(ａ)　連続小梁の場合は，図7.10による。

図7.10　小梁主筋の継手，定着及び余長(その1)

(ｂ)　単独小梁の場合は，図7.11による。

(注)　1．図示のない事項は，5.1及び7.1に準ずる。

図7.11　小梁主筋の継手，定着及び余長(その2)

(ｃ)　あばら筋は，7.2による。

(注)　1．図示のない事項は，5.1及び7.1に準ずる。

（１）壁配筋の重ね継手及び定着の長さは，重ね継手長さを　 ，定着長さを　 とする。

（２）幅止め筋は，縦横ともD10－1,000＠程度とする。

　　3.1，4.1による。

（４）打増し部分に，壁及びスラブ筋等が取り付く場合は，壁及びスラブ筋等の定着長さには打増し部分は含まない。

(注)　図中のＰ＠は，特記された壁筋の間隔を示す。

(注)　壁筋の配筋順序は，規定しない。

(注)　縦筋は，横筋の外側に配筋する。

　（１）先端に小梁のない場合は，図7.12による。

（２）地中梁下の砂利地業厚さ及び捨コンクリート地業厚さは，特記による。

（５）梁にハンチを付ける場合，その傾斜は特記による。

（１）あばら筋の種類，径及び間隔は，特記による。

（２）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは，150mm程度とし，定着長さは図7.6による。

（１）形は，図7.5(イ)とする。

　　  ただし，Ｌ形梁の場合は，(ロ)又は(ハ)，Ｔ形梁の場合は，(ロ)～(ニ)とすることができる。

　　  ただし，腹筋を計算上考慮している場合の継手長さ及び定着長さは，特記による。

　Ⅲ．(ハ)の場合は，床板の付く側を90°折曲げとする。

(注)　1．図示のない事項は，7.1による。

　　　2．先端小梁終端部の主筋は，片持梁内に水平定着する。

　　　3．先端小梁の連続端は，片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

(注)　1．図示のない事項は，(１)による。

　　　3．先端の折曲げの長さは，梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。

　（２）先端に小梁がある場合は，図7.13による。

（ｂ）あばら筋は，7.2による。

（３）EW○○，EKW○○，ERW○○の配筋は，W○○，KW○○，RW○○に同じで，かぶり厚さ，定着長さ及び継手長さは，

（ｂ）壁の配筋は表8.1により，種別は特記による。

（ｃ）片持スラブ形階段を受ける壁の配筋は表8.2により，種別は特記による。
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　　　 2．　　　　　　　印は，継手及び余長を示す。

 　　　2．　　　　　　　印は，継手及び余長を示す。

　　　2．　　　　　　　印は，余長位置を示す。

　　　2．　　　　　　　印は，余長位置を示す。

　　　2．　　　　　　　印は，余長位置を示す。
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表8.3　壁開口部補強筋（A形）

壁の種別

補強筋

縦横 斜め

1-D13

2-D13

1-D13

2-D13

壁の種別

補強筋

縦横 斜め

2-D13

4-D13

1-D13

2-D13

表8.4　壁開口部補強筋（B形）

図8.3　壁開口部補強筋の定着長さ

開口

(ａ)　壁開口部の補強

(２)　壁開口部補強筋の定着長さは図8.3による。

配筋

種別

短辺方向 (主筋)

全域

長辺方向 (配力筋)

全域

S 1

S 2

S 3

S 4

S 5

S 6

S 7

D13-100@

D13-150@

D13-100@

D13-150@

D13-150@

D13-150@

同上

同上

同上

同上

S 8

S 9

S10

S11

S12

S13

S14

D10-150@

D10-200@

D10-200@

D10-200@

D10-250@

D10-250@

D10-200@

同上

同上

同上

同上

配筋

種別

短辺方向 (主筋)

全域

長辺方向 (配力筋)

全域

表9.1　S形配筋

短辺方向

長
辺
方
向

長辺方向

短辺方向 (主筋)

(配力筋)

柱 大梁 柱

大
梁

小
梁

図9.1　スラブの配筋

10
0以

下

先
端
壁

厚
以
上

2-D13

先端壁の縦筋の径

及び間隔に合わせる

2-D13

10
0以

下
10
0以

下 先
端
壁

厚
以
上

垂れ壁のない場合 垂れ壁のある場合

図9.6　先端に壁が付く場合の配筋

出
隅

部
分

の
補

強
筋

/2

一般スラブ配力筋
出隅部

出隅受け部
出隅部分

の補強筋

出隅受け部配筋

　　　2． 出隅受け部配筋は柱又は梁に    定着する。

/2

/2/2

（３）出隅部

（ａ）スラブ開口部の補強

開 口 n 本

本(　　)

n 本

本(　　)

1

2

図9.8　スラブ開口部の補強配筋

5-D10( ＝1,500)

（ｂ）屋根スラブの補強

　　　屋根スラブの出隅及び入隅部分には，図9.9により，補強筋を上端筋の下側に配置する。

図9.9　出隅及び入隅部の補強配筋

（ｃ）土間スラブの打継ぎ補強

ａ
D13 D13

ａ

中間部 端部

図9.10　打継ぎ補強配筋

（ｄ）土間コンクリート補強

土間コンクリート補強筋

ａ ａ

土間コンクリート

補強筋の鉄筋径及

び間隔に合わせる。

図9.11　土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋

D13D13

中間部 端部

(注)　ａ≦300の場合

図10.1　片持スラブ形階段配筋の定着

配筋種別 KA1 KA2

配筋種別

配筋図

配筋図

D13

D13

2-D13

D13

D13

D10-300@

D10-300@

D10-300@

t

t

KA3 KA4

t

D13

D10-300@

D10-300@

t

2-D13

D13

D10-300@

t

t

表10.1　片持スラブ形階段の配筋

８.２　壁の補強

９.１　スラブ

９.３　スラブ等の補強

１０.１　片持スラブ形階段

3Ｌ

3Ｌ
3Ｌ

2Ｌ

2Ｌ

2Ｌ

2Ｌ

2Ｌ

ｂＬ

3Ｌ

ｂＬ ｂＬ

ｂＬ

2Ｌ

3Ｌ3Ｌ

2Ｌ

2Ｌ

2Ｌ

2Ｌ

2Ｌ ａＬ

受け筋(D13)

受け筋(D13)

受け筋(D13)

受け筋

受け筋(D16)

(D13)
受け筋

(D13)

図9.2　スラブ筋の定着長さ及び受け筋(その1)

図9.3　スラブ筋の定着長さ及び受け筋(その2)

一般スラブの場合

(ロ)(イ) (ハ)

耐圧スラブの場合

D13-100@

配筋種別

CS1

上

下

上

下

上

下

上

下

CS2

CS3

CS4

CS5

上

下

上

下

上

下

CS6

CS7

主筋 主筋配筋種別

D13-200@

D13-150@

D13-300@

D10-200@

D10-200@

D10-400@

D10-200@

Ｌ

配力筋

主筋

受け筋

先端部補強筋

D13

D16

( ≦1,000)

( ＞1,000)

2-D13

Ｌ

配力筋

主筋

受け筋

先端補強筋

D13

D16

2-D13

Ｌ

主筋 受け筋

先端部補強筋

D13

2-D13

配力筋

Ｌ

主筋

受け筋

先端部補強筋

D13

2-D13

配力筋

（段差なし） （段差あり）

（段差なし） （段差あり）

図9.4　片持スラブの配筋（CS1 から CS5）

図9.5　片持スラブの配筋（CS6 及び CS7）

≦600

表9.2　CS形配筋

９.２　片持スラブ

（２）先端に壁が付く場合の配筋は図9.6による。

　（ⅱ）出隅受け部分（図9.9の斜線部分）の補強筋は特記による。

(注)　1．   ≧  とする。

Ｌ 1

出隅部分補強配筋

補強筋の定着

（注）ａ≦300の場合

W12，W15

W18，W20

W12，W15

W18，W20

D10，D13-150@ D10，D13-150@

D10，D13-150@

D10，D13-150@

(注)　上端筋，下端筋とも同一配筋とする。

D10，D13-150@

D10，D13-200@ D10，D13-200@

（１）スラブ及び土間コンクリートの上がり下がりは，ＦＬを基準とした寸法値とする。

（５）配筋の割付けは，中央から行い，端部は定められた間隔以下とする。

（６）鉄筋の重ね継手長さは，　とする。

　　　 し，隅角部に斜め方向に2-D13(  ＝2L )シングルを上下筋の内側に配筋する。

　（ⅰ）スラブ開口の最大径が700mm以下の場合は，図9.8により，開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強

　　　 る場合は，補強を省略することができる。

　（ⅱ）スラブの開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で，鉄筋を緩やかに曲げることにより，開口部を避けて配筋でき

同材質，同間隔

スラブ筋と同径，

　　　なお，基礎梁との接合部は図9.11による。

　　　2． 階段主筋は，壁の中心線を越えてから縦に下ろす。

（１）耐震壁を除く壁開口部の補強筋は，A形は表8.3，B形は表8.4とし，適用は特記による。

　　　なお，耐震壁の補強筋は，特記による。

(３)　コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は，特記による。

（２）土間スラブ下の砂利地業厚さ及び捨てコンクリート厚は，特記による。

（３）土間コンクリート補強筋（Do）の配筋及びコンクリート厚さは，特記による。

（４）スラブの配筋（Ｓ形配筋）は表9.1及び図9.1により，配筋種別及びスラブ厚さは，特記による。

D10，D13-150@

D10，D13-300@

D10，D13-200@

D10，D13-200@

(注)　１．先端の折曲げ長さＬは，スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

(注)　１．先端の折曲げ長さＬは，スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

（７）定着長さ及び受け筋は，図9.2による。

  　　ただし，引き通すことができない場合は，図9.3により梁内に定着する。

片持スラブの配筋は，次による。

　（１）片持スラブの配筋（ＣＳ形配筋）は，表9.2並びに図9.4及び図9.5により，配筋種別及びスラブ厚さは，特記による。

　スラブ開口部の補強は，特記による。

　　  基礎梁とスラブを一体打ちとしないで，打継ぎを設ける場合の補強は，図9.10による。

　　　ただし，土間スラブとは，土に接するスラブでＳ形の配筋によるものをいう。

　　　土間コンクリートの補強筋は，特記による。

片持スラブ形階段の基準配筋は，表10.1及び図10.1により，寸法及び配筋種別は，特記による。

(注)　1． 片持スラブ形階段を受ける壁配筋は，8.1(ｃ)による。

　　　3． スラブ配力筋の継手及び定着の長さは，表3.3「鉄筋の定着長さ」の　 とする。

≦600

( ≦1,000)

( ＞1,000)

　（ⅰ）補強の配筋は特記により，配筋方法は，図9.7による。

1

1

(注)　1．   ≧  とする。

1

2

n 1

2

n 2

1

1 1

2 2

5-D10( ＝1,500)

図9.7　片持スラブ出隅部の補強配筋

Ｌ 1

1 2 1 2
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3Ｌ
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配筋種別

KB1
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D13-100@KB3
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D16-125@KB6

D16-100@KB7
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D10
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D10

D13
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t

表10.2　二辺固定スラブ形配筋

図10.2　二辺固定スラブ形階段配筋(その1)

150

D10

D10

D10-300@
t

(注)　下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。

図10.3　二辺固定スラブ形階段配筋(その2)
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上縦筋

あばら筋

下縦筋

斜め筋

上縦筋

縦筋

下縦筋
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斜め筋

横筋

縦筋
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溶接金網

リング筋
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突合せ溶接
突出し 余長

D/2

斜め筋 あばら筋
突出し

余長

かぶり

貫通孔外径

かぶり

余長

突出し

溶接金網

D

H形

MH形及びM形

D

45°

図11.1　梁貫通孔補強筋の名称等

図11.2　補強筋の定着長さ 図11.3　他の開孔を設けない範囲

縦筋

45°

配筋

種別
斜め筋 縦筋 横筋 上下縦筋 配筋図
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2-2-D13 3-2-D134-2-D13
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なし なし

4-2-D13

4-2-D16
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4-2-D19

4-2-D22

表11.1　H形配筋

(注)

配筋
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M1
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M4

2-2-D13

4-2-D13

4-2-D13

6-2-D13

なし

2-6φ-100@

縦筋 溶接金網 配筋図

表11.2　M形配筋

(注)

配筋

種別

MH1

MH2

斜め筋 縦筋 溶接金網 配筋図

MH3

MH4

MH5

MH6
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2-2-D13

2-2-D13

4-2-D13

4-2-D16

4-2-D16

4-2-D19

2-2-D13

2-2-D13

4-2-D13

2-6φ-100@

2-6φ-100@
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(注)

表11.3　MH形配筋

800

コンクリートブロック帳壁

D10-200@

D10

D13

D16

t

コンクリートブロック帳壁

D10-200@D10

コンクリートの厚さ

図11.5　壁付き土間コンクリートの補強配筋

2-D13 2-D13

2-D13

4-D13

先端補強筋

2-D13

先端補強筋

先端補強筋

１０.２　二辺固定スラブ形階段 １１.１　梁貫通孔

１１.２　コンクリートブロック帳壁との取合い

１１.３　パラペット

パラペットの配筋は図11.6による。

図11.6　パラペットの配筋

上端筋，下端筋とも(全域)

（ａ）梁貫通孔は，次による。

　（１）梁貫通孔補強筋の名称等は，図11.1による。

　（３）孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし，梁中央部下端は梁下端よりD/3（Dは梁せい）の範囲には設けてはならない。

　（４）孔は，柱面から，原則として，1.5D以上離す。ただし，基礎梁及び壁付帯梁は除く。

　（５）孔が並列する場合の中心間隔は，孔の径の平均値の３倍以上とする。

　（６）縦筋及び上下縦筋は，あばら筋の形に配筋する。

　（７）補強筋は，主筋の内側とする。また，鉄筋の定着長さは，図11.2による。

　（９）溶接金網の余長は1格子以上とし，突出しは10㎜以上とする。

　（10）溶接金網の貫通孔部分には，鉄筋1-13φのリング筋を取り付ける。

　　　　なお，リング筋は，溶接金網に４箇所以上溶接する。

　（11）溶接金網の割付け始点は，横筋であばら筋の下側とし，縦筋では貫通孔の中心とする。

は，一般部分のあばら筋を示す。

は，一般部分のあばら筋を示す。

は，一般部分のあばら筋を示す。

図11.4　控壁の配筋(水平，垂直とも)

(ｂ)　帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強は，図11.5による。

（ａ）控壁は，次による。

　（２）配筋は，図11.4による。

二辺固定スラブ形階段の基準配筋は，表10.2並びに図10.2及び図10.3により，寸法及び配筋種別は，特記による。

　（２）孔の径は，梁せいの1/3以下とする。

　　　　場合は，補強を省略することができる。

（ｂ）梁貫通孔の補強形式は表11.1～表11.3により，配筋種別は特記による。

　（１）控壁の配筋図，特記による。

コンクリート厚さ，縦筋は特記による。

0

0

0

　（８）孔の径が梁せいの1/10以下，かつ，150㎜未満のものは，鉄筋を緩やかに曲げることにより，開口部を避けて配筋できる
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§1.工法概容 §5.施工管理

本地業は、ウルトラコラム工法による、地盤改良地業であり、スラリー状の コア採取率は、全長に対して砂質土系で95％以上、粘性土系で90％

セメント系固化材を地中に注入しながら、ウルトラコラム専用共回り防止翼

(十字型)を装着した攪拌装置を用いて、原地盤を機械的に混合攪拌し、 系で85％以上とする。 (塩ビ管などを代用する場合もある)

固化材の化学反応により所要の強度を持つ改良体を築造する工法である。

＜4＞合否の判定

§2.特記事項

本工事工法は、攪拌能力・攪拌径・品質(変動係数)に対して「建築技術

②一軸圧縮試験は第三者で行うものとする。

＜1＞調査ヶ所（検査対象層に対して） ③検査手法Aによる品質検査

①検査対象層群は、概ねコラム300本を1単位とし、層厚50cm以上の 合否の判定は設計対象層におけるNヶ所（抜取ヶ所数）の一軸圧縮

§3.一般事項    土層毎に検査対象層を決める。

＜1＞施工業者 ②検査対象層は（ ）であり設計対象層を（

本工事の施工業者は、地盤改良工法の施工技術及び計測装置の取扱い     ）とする。 XN：　　Nヶ所の一軸圧縮強度の平均値

に精通したもので、ウルトラコラム工法協会に所属する指定施工会社とする。 ③検査手法は強度のバラツキを想定する場合は検査手法Aによる。 XL：　　合格判定値

④調査ヶ所数（検査対象群に対して） Fc：　　設計基準強度

＜2＞設計変更
検査手法A

頭部コア試験 箇所 Ka：　　合格判定係数

コラム径、掘削深度（改良長+空堀長）、本数配置等は、設計図書による。 全長コア試験 箇所 σｄ：　　標準偏差

ただし、コラムの径・長さ・本数・位置及びセメントスラリーの配合等につ Vd：　　変動係数、品質確認書より想定する。　

いて土質や地盤状況により変更した方が適切と判断される場合は、監督員 （合格判定係数）

の承認の上に変更することができる。 1 2 3 4～6 7～8

＜2＞採取位置 1.9 1.7 1.6 1.5 1.4 1.3

§4.コラム仕様

＜1＞設計基準強度 頭部コア 全長コア ＜5＞未固化改良体の比低抗測定

施工直後の改良体の攪拌混合状況を把握するために、比低抗の深度

方向の分布を測定する。
＜2＞固化材

固化材の配合は、原則として、改良部分の検査対象土を採取し、３種類

以上の添加量にて室内配合試験を行い試験結果と配合強度を基に添加量

を決定する。 比低抗測定 箇所

＜3＞配合強度

配合強度Xfは、設計基準強度Fcと変動係数・採取ヶ所数により割増係数

αｔを用いて、次式による。　　Xf＝αｔ×Fc

割増係数αｔは、合格率80％とした下表による。

採取ヶ所数　N 1 2 3 4～6 7～8

25% 2.163 1.918 1.815 1.719 1.651 1.594

30% 2.597 2.095 1.961 1.869 1.792

35% 2.649 2.448 2.265 2.037

＜4＞室内配合強度

Xl=Xf/αｆｔ （αｆｔ＝0.7）

＜5＞固化材液の配合

水/固化材比 ％

コラムの設計基準強度はFc＝ kN／㎡とする。

変動係数Vc

2.140

2.240

3.160

kg/m 3固化材添加量

70

※施工手順書に沿って次の仕様で行う。

①　固化材スラリーの吐出量

②　ロッドの鉛直性

③　オーガー回転数

④　掘進深度・速度及び引上げ深度・速度

⑤　トルク値またはオーガー電流値

※使用する固化材は、六価クロム等の土壌環境基準に適合することを確認する。

D/2

D D

D/2

GL GL

１
ｍ

毎
に

3個
の

コ
ア

採
取

＜3＞ボーリングコア採取率　(連続性の確認）

　　を採取し、強度をその箇所の強度とする。

XN　≧　XL ＝ Fc+Ka・σｄ＝Fc + Ka｛Fc・Vd/（1-1.3Vd）｝

抜き取りヶ所数　N

合格判定係数　Ka

ウルトラコラム工法　特記仕様書

性能認証委員会」にて証明された技術審査証明取得工法とする。

また、事前にその証明書を管理者に提出し、認証を得ることとする。

試験結果が、下式を満足する場合を合格と判定とする。

室内配合強度Xlは,配合強度Xfを現場/室内強度比αｆｔで除して、次式による。

300

§7.問い合わせ先　　愛知ベース工業株式会社　（連絡先：052-485-8381）

※頭部コアは、1箇所当り3個のコア採取を標準とする。

※全長コアは、1ｍ当り3個のコアを採取を標準とする。

検査数量は、1検査対象層群毎に1箇所以上かつ、50コラム毎に

1箇所以上とする。

9～

9～

①設計対象層についての抜取ヶ所をNとする。1箇所あたり3個の供試体

以上とし、1ｍ当りのコア採取率は、砂質土系で、90％以上、粘性土

§6.品質管理

1200

粘性土 粘性土
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（同等の認定工法への変更可）
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D13- -＠200

                  　　　  設計者　　　 夏目　敬介

　構造設計一級建築士番号　第9443号

　一級建築士番号　第340218号

株式会社夏目構造設計事務所　一級建築士事務所  愛知県知事登録（い－１）第6861号

令和5年 3月
号381431　一級建築士番号　第冨田　哲人                  　　　  設計者

　一級建築士番号　第306011号岸見　淳平                  　　　  管理建築士

日本工営都市空間株式会社　一級建築士事務所  愛知県知事登録（いー４）第3767号

特記事項

三重県志摩市

日本工営都市空間株式会社

図面名称

設計者 図面番号縮尺

工事名称
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1:60(A3)

符 号

位 置

層
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Fc＝ 30 N/mm 2 、SD295A（D16以下）、SD345（D19以上）
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※代表としてF1～F3を用いる

                  　　　  設計者　　　 夏目　敬介

　構造設計一級建築士番号　第9443号

　一級建築士番号　第340218号

株式会社夏目構造設計事務所　一級建築士事務所  愛知県知事登録（い－１）第6861号

令和5年 3月
号381431　一級建築士番号　第冨田　哲人                  　　　  設計者

　一級建築士番号　第306011号岸見　淳平                  　　　  管理建築士

日本工営都市空間株式会社　一級建築士事務所  愛知県知事登録（いー４）第3767号

特記事項

三重県志摩市

日本工営都市空間株式会社

図面名称

設計者 図面番号縮尺

工事名称

ボーリング柱状図

N.S(A1)

N.S(A3)

※採用地点

計画建物（消防署）
RC造2階建て

※採用

※隣地庁舎建設時の地盤調査資料を基に、計画建物の基礎設計を行う。

17.62

No.5：29.26

No.7

No.10：23.44

No.11：24.31

No.12：41.20

　計画建物から近い調査地点No.7およびNo.10～12は、孔口標高が低く（No.12のみ高く）

　参考にできない。

　採用した。

S-10

※計画建物 設計GL＝29.65m

GL

GL＝29.65m

3
9
0

6
1
0

　調査地点No.5は、孔口標高29.26mが設計GL(29.65m)に近く上記調査地点から次点の距離であり

2
,
5
5
0

5
0

令和5・6年度　志摩消防署磯部分署等高台移転工事(建築工事)



工事名称

縮尺 図面番号設計者

図面名称

日本工営都市空間株式会社

三重県志摩市
特記事項

日本工営都市空間株式会社　一級建築士事務所  愛知県知事登録（いー４）第3767号

                  　　　  管理建築士 岸見　淳平　一級建築士番号　第306011号

                  　　　  設計者 冨田　哲人　一級建築士番号　第381431号
令和5年 3月1:150(A1)

1:300(A3)

株式会社夏目構造設計事務所　一級建築士事務所  愛知県知事登録（い－１）第6861号

　一級建築士番号　第340218号

　構造設計一級建築士番号　第9443号

                  　　　  設計者　　　 夏目　敬介

１階梁伏図、２階梁伏図
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（二辺固定階段）

（二辺固定階段）

2S3

2S2

2S22S2

2S22S2

2S3

2S22S2 2S3
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（片持ち式階段）
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令和5・6年度　志摩消防署磯部分署等高台移転工事(建築工事)
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                  　　　  設計者　　　 夏目　敬介

　構造設計一級建築士番号　第9443号

　一級建築士番号　第340218号

株式会社夏目構造設計事務所　一級建築士事務所  愛知県知事登録（い－１）第6861号

令和5年 3月
号381431　一級建築士番号　第冨田　哲人                  　　　  設計者

　一級建築士番号　第306011号岸見　淳平                  　　　  管理建築士

日本工営都市空間株式会社　一級建築士事務所  愛知県知事登録（いー４）第3767号

特記事項

三重県志摩市

日本工営都市空間株式会社

図面名称

設計者 図面番号縮尺

工事名称

各リスト１

1:30(A1)

1:60(A3)

階

柱　リスト

符 号

位 置 全 部

2C1～2C6、2C8

全 部

2C7

全 部

2C9、2C11、2C12

全 部

2C10

Y

X

断 面

主 筋

H O O P D13- -＠100

12-D22

-＠100U12.6- D13- -＠100

16-D22

※2C1断面4-D22

4
-
D
2
2

※2C9断面

5
-
D
2
2

5-D22

-＠100

12-D22

4-D22

4
-
D
2
2

2

符 号

位 置

層

上 端 筋

下 端 筋

S T P

腹 筋

断 面

R

RdFL

階 符 号

位 置 全 部 全 部 全 部

1C9、1C11、1C12

Y

X

断 面

主 筋

H O O P D13- -＠100

12-D22

D13- -＠100

16-D22

4-D22

4
-
D
2
2

※1C1断面

符 号

位 置

層

大梁　リスト

5
-
D
2
2

5-D22※1C9断面

上 端 筋

下 端 筋

S T P

腹 筋

断 面

R

1

RuFL

RG1、RG5、RG7、RG17

全 部

5-D22

4-D22

D13- -＠200

2-D10

※RG1断面

全 部

D13- -＠200

2-D10

RG2

6-D22

5-D22

全 部

4-D22

D13- -＠200

2-D10

RG3、RG9～RG16

※RG3断面

4-D22

全 部

D13- -＠200

2-D10

RG4

6-D22

6-D22

全 部

D13- -＠200

2-D10

7-D22

7-D22

全 部

D13- -＠200

2-D10

RG8

7-D22

全 部 全 部

D13- -＠200

2-D10

5-D22

RG20、RG21

D13- -＠200

2-D10

4-D25

※RG20断面

RG22、RG24

5-D22

※RG22断面

RG23

中 央端 部

D13- -＠200

2-D10

7-D25

7-D25

7-D25

10-D25

D13- -＠200

2-D10

全 部

D13- -＠200

2-D10

RG11A

6-D22

4-D22

全 部

D13- -＠200

2-D10

RG18

全 部

RG19

C

1

C

3

E

3

C

4

C

1

33

C E

梁の増し打ち補強要領

共 通

同材質,同間隔
STPと同径,

D16※2

※1：a＜70の場合,補強筋不要

　　 b＞350の場合,3-D16
※2：b≦350の場合,2-D16

※1
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0

1
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～
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250 200
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300 150

10050
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1
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2
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0
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200 250
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a
L
2＝

3
0d

b

増し打ち
増し打ち増し打ち増し打ち増し打ち増し打ち増し打ち

増し打ち 増し打ち 増し打ち
増し打ち 増し打ち 増し打ち増し打ち
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0
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8
00

2
00

150 150

300 300

600

2
00

600 600

8
00

S-14

Fc＝ 30 N/mm 2

U12.6-

8
-
D
2
9

3-D25

8
-
D
2
9

3-D25

-＠100U12.6-

16-D29，6-D25

全 部

D13- -＠100

700

7
00

60
0

1
00

550150

300

150 150

3

A

10
0

1
00

2
00

2-D25

6
-
D
2
9

16-D29，6-D25

2C13

1C7

12-D29，4-D25

1C1～1C6、1C8、1C10

全 部

A

300

150 150

10-D25，4-D22

2C15

全 部

1C16

-＠100

全 部

A

300

150 150

10-D25，4-D22

-＠100U12.6-

1C15

全 部

-＠100

5
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5-D25
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550150
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5
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5

2-D22
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700

5

5
-
D
2
5

600100

20
0

1
00

10
0

4-D25

14-D25
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300

C

6
00

10
0
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0

1C17

全 部

700

5

5
-
D
2
5

600100
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0

10
0

1
00

4-D25

14-D25

D13- -＠100

300

C

60
0

1
00

7
00

2C17

全 部

1C14

-＠100D13-

26-D25

8
-
D
2
5

7-D25

3

B

70
0

6
00

10
0

1
00

10
0

2
00

800

400 400

全 部

D13- -＠100

※2C1断面

700

70
0

6
00

10
0

550150

300

150 150

3

A

1
00

10
0

2
00

2-D25

6
-
D
2
9

12-D29，4-D25

1C13

2C16

B

700

350 350

7-D22

6-D29

4-D29

6-D29

4-D29

5-D25

、SD295A（D16以下）、SD345（D19以上）、SD390（D29※）、高強度せん断補強筋（U12.6）　※主筋D29が最上階柱頭にある場合には，四隅だけでなく全てフックを付ける

令和5・6年度　志摩消防署磯部分署等高台移転工事(建築工事)
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※2G1断面

                  　　　  設計者　　　 夏目　敬介

　構造設計一級建築士番号　第9443号

　一級建築士番号　第340218号

株式会社夏目構造設計事務所　一級建築士事務所  愛知県知事登録（い－１）第6861号

令和5年 3月
号381431　一級建築士番号　第冨田　哲人                  　　　  設計者

　一級建築士番号　第306011号岸見　淳平                  　　　  管理建築士

日本工営都市空間株式会社　一級建築士事務所  愛知県知事登録（いー４）第3767号

特記事項

三重県志摩市

日本工営都市空間株式会社

図面名称

設計者 図面番号縮尺

工事名称

各リスト１

1:30(A1)

1:60(A3)

符 号

位 置

層

上 端 筋

下 端 筋

S T P

腹 筋

断 面

符 号

位 置

層

大梁　リスト

上 端 筋

下 端 筋

S T P

腹 筋

断 面

全 部

5-D22

4-D22

D13- -＠200

2-D10

全 部

D13- -＠200

2-D10

6-D22

全 部

D13- -＠200

2-D10

全 部 全 部 全 部

D13- -＠200

2-D10

全 部

2

2G1、2G11

2FL

2G2、2G17

※2G2断面

4-D22

2G3

4-D25

4-D25

全 部

D13- -＠200

2-D10

4-D25

2G4

6-D25

2G5 2G6

D13- -＠200

2-D10

4-D25

5-D25

D13- -＠200

2-D10

7-D25

5-D25

2G7

5-D25

4-D25

全 部

D13- -＠200

2-D10

2G8

6-D25

5-D25

2G9、2G10、2G12～2G15

※2G9断面

4-D22

D13- -＠200

2-D10

4-D22

5-D22

D13- -＠200

2-D10

全 部

※2G16断面

全 部

2-D10

2G20

2FL GL+3,350

9-D25

7-D25

U10.7- -＠150

2

符 号

位 置

層

上 端 筋

下 端 筋

S T P

腹 筋

断 面

R

RuFL

-＠200

2-D10

全 部

-＠200

2-D10

小梁　リスト

RB1

4-D19

4-D19

5-D19

6-D19

D10-

端　部 中　央

RB2

3-D16

3-D16

D10- -＠200

2-D10

D10-

端　部 中　央

RB3、RB4 RB5

端　部 中　央

-＠200

2-D10

D13-

8-D22

5-D22

5-D22

6-D22

RdFL

符 号

位 置

層

上 端 筋

下 端 筋

S T P

腹 筋

断 面

-＠200

2-D10

4-D19

4-D196-D19

D10-

端　部 中　央

-＠200

2-D10

2

2FL

4-D19

2B1

-＠200

2-D10

4-D19

4-D19

D10-

端　部 中　央

4-D19

6-D19

2B3、2B5、2B7

D13-

全 部

8-D22

8-D22

※2B2断面

2B2、2B4

-＠200

2-D10

D10-

端　部 中　央

2B6

※2B6断面

3-D19

3-D19

3-D19

5-D19

2B8、2B9

-＠200

全 部

1-D13

1-D13

D10-

3-D10

※2B8断面

GL+3,350

梁の増し打ち補強要領

共 通

同材質,同間隔
STPと同径,

D16※2

※1：a＜70の場合,補強筋不要

　　 b＞350の場合,3-D16
※2：b≦350の場合,2-D16

※1

増し打ち 増し打ち 増し打ち 増し打ち 増し打ち 増し打ち 増し打ち 増し打ち 増し打ち

増し打ち

増し打ち 増し打ち 増し打ち 増し打ち 増し打ち 増し打ち 増し打ち
増し打ち

増し打ち 増し打ち 増し打ち 増し打ち 増し打ち 増し打ち 増し打ち

a
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＝
3
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b

1
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～
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0

8
00
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250 200
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100 100
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8
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0
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0
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0

8
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8
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10050
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0
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80
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0

10
0
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100 100
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8
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5
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1
80
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0

10
0

450

250 200

100 100

8
00

5
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20
0

450

200 250

100 100

600

300 300

200 100

80
0

5
0

2
00 1
50

8
00

500

300 200

100 100

300

60
0

20
0

300
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0

20
0

300

150 150

60
0

2
00

300

60
0

20
0

300

60
0

20
0

400 400
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0

60
0

2
00

20
0

300 300
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0

5
0
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5
0

300 300

20
0
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0

2
00

60
0

5
0

20
0

400

20
0

300 300

60
0

50

150

1
50

7
50

5-D22

S-15

Fc＝ 30 N/mm 2

Fc＝ 30 N/mm 2 、SD295A（D16以下）、SD345（D19以上）

、SD295A（D16以下）、SD345（D19以上）、高強度せん断補強筋（U10.7）

5-D22

4-D22 4-D22

4-D22

2G16、2G22、2G24

令和5・6年度　志摩消防署磯部分署等高台移転工事(建築工事)
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2-D13

1-D10

D10＠300

                  　　　  設計者　　　 夏目　敬介

　構造設計一級建築士番号　第9443号

　一級建築士番号　第340218号

株式会社夏目構造設計事務所　一級建築士事務所  愛知県知事登録（い－１）第6861号

令和5年 3月
号381431　一級建築士番号　第冨田　哲人                  　　　  設計者

　一級建築士番号　第306011号岸見　淳平                  　　　  管理建築士

日本工営都市空間株式会社　一級建築士事務所  愛知県知事登録（いー４）第3767号

特記事項

三重県志摩市

日本工営都市空間株式会社

図面名称

設計者 図面番号縮尺

工事名称

1:30(A1)

1:60(A3)

各リスト３

上端筋

下端筋 D10･D13 ＠200

床　リスト

符 号 厚 さ 位 置
端 部 A 中 央 B 端 部 C

長 辺 方 向 配 筋

中 央 B
備 考

D10･D13 ＠200

上端筋

下端筋

RS1～RS3 200

RS4 200
D13 ＠200

D13 ＠200

D10･D13 ＠200

D10･D13 ＠200

四 辺 固 定

四 辺 固 定

片 持 ち 式
上端筋

下端筋 D10 ＠200

D10 ＠200

D10 ＠200

片 持 ち 式
上端筋

下端筋 D10 ＠200

D10 ＠200

D10 ＠200

150

D10･D13 ＠200

D10･D13 ＠200

D13 ＠200
180RCS3

RCS1
RCS2

バルコニー庇（RCS1）

L3

L1

1,200

D10･D13 ＠200

D10･D13＠200

D10＠200
L3

L1

開口上庇（RCS2）

D10･D13＠200

D10＠200

700

1
50

D16 2-D13

D10＠200 D10＠200

1
50

2-D13
D16

1,700

D16
D10＠200

D16＠200 L2L3

L
1

D13

D10＠200

バルコニー（2CS1） 階段室床（2CS2）

1,500

150

1
,2

00
20

0

D16

L2

L1

L3

D13＠200

2-D13
2-D13

D13

D10＠200

　先端立上りt=150無し
※階段DN手前部分は、

D13＠200

屋外階段（片持ち式）

D10＠300

1-D10

壁補強筋 2-D10＠250－L＝1500

15
0

2
00

250

屋内階段（二辺固定）

符 号

壁 厚

壁　リスト

タテ

ヨコ

タ テ 筋

ヨ コ 筋

開

口

部 斜め

断 面

D16＠200(ダブル)

D16＠200(ダブル)

300

EW30A

300

EW30B

300 300

壁開口補強要領 構造スリット要領

開口補強横筋

開口部

開口補強縦筋

開口斜め筋

柱

壁

アンカー筋
D10-＠400-L=525

シーリング材

(耐火性能を有するもの)W=25

梁
アンカー筋

鉛直スリット

L1

L1

L1

L
1

250 275

25025 25
0

D10-＠400-L=575

壁

200

50 57
5

27
5

2
50

25

(耐火性能を有するもの)W=25

シーリング材

水平スリット材

増し打ち

2
00

o
r1

50

パラペット詳細図

2-D13

180 2-D13

20
0

8
50

150D13

L
1

増
し

打
ち

D10＠200

1
50

2
0

D10＠200

S-16

Fc＝ 30 N/mm 2 、SD295A（D16以下）

Fc＝ 30 N/mm 2 、SD295A（D16以下）

D13・D16＠200

2S2

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

D13 ＠200

D13 ＠200
2S1 200

D10･D13 ＠200
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工事名称

縮尺 図面番号設計者

図面名称

日本工営都市空間株式会社

三重県志摩市
特記事項

日本工営都市空間株式会社　一級建築士事務所  愛知県知事登録（いー４）第3767号

                  　　　  管理建築士 岸見　淳平　一級建築士番号　第306011号

                  　　　  設計者 冨田　哲人　一級建築士番号　第381431号
令和5年 3月

株式会社夏目構造設計事務所　一級建築士事務所  愛知県知事登録（い－１）第6861号

　一級建築士番号　第340218号

　構造設計一級建築士番号　第9443号

                  　　　  設計者　　　 夏目　敬介
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